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この だ たび は アル イン っ ALR-72、ALR-72D を ぉ 買い 上 げ い た だ きま し て 誠に 
あり が と う ご ざ いま す 。 

本 機 の 機能 を 充分 に 発揮 きせ て 効果 的 に ご 使用 いた だ くだ め 、 こ の 取扱 説 
明 書 を ご 使用 前 に 最後 まで ぉ 読み (くだ きい 。 ま だ た 、 こ の 取扱 説明 書 は 、 必 ず 保 
存 し て くだ きい 。 ご 使用 中 の 不明 な 点 や 不具 合 が 生じ た よき に お 役に立ち まれ 
本 取扱 説明 書 は ALR-72 シ リー ズ の ALR-72、ALR-72D の 説明 を 共通 
に し て いま あ 内 容 に 相違 が ある 部 分 に つき まし て は 、 を それぞれ に つき 説明 を 併記 
し まし た の で ご 注意 くだ きい 。 な j ぉ 、ALR-72D (25W ) を ご 使用 に な る 場合 は 、 
第 二 級 ア マチ ュ ア 無線 技士 以上 の 資格 が 必要 なり まあ 

本 機 の そ モデル 名 表示 は 、 パ ネル 面 に シリ ー ズ 名 (ALR-72) を 表示 し 、 モ デル 
名 ALR-72 又 は ALR-72D は 、 カ ー ト ン ボ ックス 及び セッ ト の 定格 銘板 に 表示 
し て あり ま ぶ 


概 妥 

本 機 は 、 マ イク ロコ ンピュータ ー を 使用 し た 、 リ UHF FM モー ビル トラ ン シ ー バ ー で す 。 
犬 型 の 見 や すい 選 過 形 し 〇 ロロ (液晶 ) デ ィ ス プレ イ パ ネ ル に よる 周波 数 、 レ ベ 
ル メ ー タ ー 究 示 、 ウ ンタ ッ チ で 使い や すい キー ボー ド に よる 機能 選択 、91 チ 
ャ ン ネ ル の メモ リー、 メ モリ ー ス キャ ン 、 プ ログ ラム スキ ャ ン 、 ト ー ン スケ 
ル チ な ご 充実 し た 機能 を 備え た トラ ン シ ー バ ー で す 。 


如 願い 
お 買い あげ いた だ 幸 ま し た 製品 は 、 滅 箇 な 品質 管理 の も と に 生 贅 さ れ て お り 
ます が 、 万 一 運搬 中 の 事故 な ど に と も な い 、 ご 不審 な 個所 や 破損 な どの トラ 
ブル が あり まし た ら 、 お 早 目 に お 四 い 上 げ い た だ きま し た 販売 店 また は 、 保 
こ 記載 され て いる サー ビス 窓口 に お 申し つけ 下さ い 。 
、 ア フタ ー サ ービス の ご 依頼 時 や 引越 の 時 、 本 機 を 梱包 し て いる 梱包 矯 
し ます と 、 大 切な 機器 を 保護 する の に 便利 で す 。 
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本 機 に は 下記 の 部 品 が 付属 し て いま す の で ご 確認 くだ さい 。 


コン デン サ 型 マイ クロ ホン … memeneeeenrnnt 1 個 
@ ロ ロコ ー ド oi 1 本 


@ 車 載 ア ング ル EPCPPFPFE で たま た まだ だ PF た たよ サド すす また すま た すす た また ナミ 
eM5X80mm ビ ス 
@wM5XUmm タ ッ ピ ング ビス 
elM5 ナ ッ ト 
eM5 平 


ぁ ブ ラケット ビス 
e 外 部 スピ ー カ ー プ ラグ 
$M イ メ 14mm ビ ス 


- ご 使用 に な る 前 に 


* アンデ テ ナコ ネクター を 、「 シ ョ ー ト 」 し た りら * 長 施 、 モ ー ビ ル で 使用 の と き 、 長 時 間 台 車 
「 ア ン テ ナ 」 を つけ ず に 電波 を 発射 し な いで 下 後 は 、 征 内 温度 が 十分 さがっ て か ら 運 用 し 
きい 。 くだ さい 。 


* アン テ ナ の 固 頼 ケ ー ブ ル 、 ア ン テ ナ コネ ク ゃ むやみ に セッ ト を あけ た り 内 部 の コア ー、 
ター が ショ ー ト し て いな いか テス ター で 確認 トリ マー、 ボ リュ ユー ム な ど を 回 さ な い で くだ だ 
し まし よう 。 飼い 。 す べ て 調整 済 に な っ て いま す 。 


本 機 は IEPV バ ッ テ リ ー 用 で す 。 大 型 バ ス 、 


$ 取付 ける 際 は 、 カ ー ヒ ビーター の 熱風 吹出 し トラ ッ ク な ご ど 64V パ バッテリ ー で は 使用 で きま 
品 に 設置 し な いで くだ さい 。 せん 。 ま た 本 機 は B ウ アース で す の で 電源 接続 


の と き は ③ 〇 に 、 ご 注意 くだ さい 。 東 か ら は 
な れる と き は 、 セ ッ ト の 電源 は 、 必 ら ず 切る 
よう に し まし ょ う 。 


各部 の 名 称 と 動作 説明 


圏 フ ロン ト パ ネ ル 


INSE ア 人 は 


① ロ FF/ ツ OL (電源 / 音 区) ツマ ミ 


時 計 の 方 向 へ 回 す と 電源 が 入り 音量 が 増加 し ます 。 反 時 計 方 向 へ 


加 
ML 
fr 


虹 は 


減少 し 電源 が 切れ ます 。 お 好み の 位置 に 設定 し て ご 使用 下さ い 。 


8BQ ロ L (スケ ル チ ) ツ マミ 


受信 状態 で 信号 が な い 時 の 「 ザ ー」 と いう 雑音 を 消す た め の ツ マミ で す 。 ツ マミ 


を 時 計 方 向 に ゆっ くり 回 し て 行き 、 雑 音 が 滑 え 戸 ベ X イ ンジ ケー ター が 消え る 所 
(臨界 点 ) に 設定 し て 下さ い 。 こ の 時 信号 の な い 周 波数 で 行っ て 下さ い 。 さら に 
時 証 方 向 へ 回 し て 行く と 、 ス ケル チ の 関 く レベ ル が 高く な り 、 電 波 の 強い 烏 の 


み 選 択 す る こと が 出来 ます 。 
メイ ンダ イヤ ル 


右 へ 回 す と 、 1 クリ ッ ク に つき 、 1 チュ ー ニ ング スペ ー ス ずつ 周波 数 は 増加 し 、 
左 へ 回 す と 減少 し ます 。 ト ー ン 周波 数 の チャ ン ネ ル 設 定 や チュ ー ニ ング スペ ー 


ス を 設定 する 際 に も 使用 し ます 。 


@⑤MHz UP/DOWN 1 メガ ヘル ツ 可 変 ボ タン ) ス イッ チ 


Al を を 押す と 、 押す た びに 1MHIZ ず つ 周波 数 が 増加 し 、[ 区 誕 押 す と 同様 に IMHZ 


ずつ 減少 し ます 。 押 し つづ ける と 、| 秒 間 に PH ス テッ プ の 割合 で 周波 迷 が 変化 し ま 


す 。 又 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を 選択 する 場合 に も 使用 し き 


す 。 


代 己 OAN/PHI( ス キャ ン / プ ライ オリ ティ ) スイ ッ チ 

プロ グラ ム ス キ ャ ン や メモ リー スキ ャ ン 動 作 を ON- ワ ビ F す る 場合 に 使用 し 8 
す 。 

スキ ャ ン 動 作 を し て いな い 時 に 押す と スキ ャ ン 動 作 が スタ ー ト し 、 ス キャ ン 動 
作 中 に 押す と スキ ャ ン 動 作 が スト ッ プ し ます 。 

を 押し た 後に この スイ ッ チ を 埋 す と 、 プ ライ オリ ティ 動作 に な り ま す 。 


②⑦A/B/T8S( VFOA、B/ チュ ー ニ ング スペ ー ス ) ス イッ チ 

FODA 又 は 、 ソ FO 日 が 押す た びに 切換 っ て 選択 され ます 。 

を 押し た 後に 押す と 、VF 〇 の チュ ー ニ ング スペ ー ス が 可変 出来 る 動作 に な 
ます 。 


国 < 


7/CHECK( メ モリ ー リ ー ド / オ フ セ ッ ト 周 波数 チェ ッ ク ) ス イッ チ 

の スイ ッ チ を 押す と 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル が 選択 出来 る よう に な り ま す 。 
を 押し た 後に 押す と 、 現 在 設定 され て いる オフ セッ ト 周 波数 だ け 異 な る 周波 
が 表示 され ます 。 


衝 団 剛 


MW/ 選 KIP( メ モリ ー ラ イト / メ モリ ー ス キッ プ ) ス イッ チ 

現在 表示 され て いる 周波 数 を メモ リー に 和書 込む た め の ス イッ チ で す 。 

ビ 閣 押し た 後に 押す と 、 そ の 時 に 表示 され て いる メモ リー チャ ン ネ ル を メモ リ 
ー ス キャ ン 動 作 中 に スキ ッ プ させ る こと が 出来 ます 。 


⑩LOCK/DUAILL( ロ ッ ク / デ ュ ア ル ) ス イッ チ 
ご の スイ ッ チ を 提 す と 、P・T・ 穫 以外 の スイ ッ チ の 動作 を 受付け な いよ うに な 
り ま す 。 
円 を 押し た 後に 押す と 、 デ ュ ア ル 動 作 と な り 、 受 信 時 の VFD と 、 送 信 時 の V 
F ロ が A、 選 別々 に 割り あて る ご と が 出来 ます 。 


⑯⑩CALL17GALLB( コ ー ル チャ ン ネ ル 1 、8) ス イッ チ 
この スイ ッ チ を 押す と 〇 ALL チャ ン ネ ル ] が 呼び 出さ れ ま す 。 
居 容 押し た 後に 押す と 、 〇 ALL チャン ネル 己 が 呼び 出さ れ ま す 。 


⑱TONE/TONE NO.( ト ー ン シ / ト ー ン 策 号 ) ス イッ チ 
この スイ ッ チ を 押す と 、 ト ー ン ユニ ッ ト が 動作 する 様 に な り 、 1 回 
計 の み ト ー ン ユニ ッ ト が 動作 し 、 ら 回 目 で は 、 送 信 時 と 、 受 信 時 に トー ン ユ ニ 
ッ ト が 動作 し ます 。 紀 回 征 で 〇 ビ F と な り ま す 。 

に を 押し た 後に 押す と 、 ト ー ン 周波 数 が 選択 出来 る 様 に みり ます 。 


ノー グロ W ( 寺 /ー ン オフ セッ トラ イト ) ス イッ チ 
押す と シン プレ ックス 又は デュ ー プ レッ クス 運用 が 選択 出来 ます 。[ 口 UP ビー] の 
LC ロ 家 示 が 点灯 し て いる 時 、 送 信 周 波数 は 受信 周波 数 より 低い 状態 に な り 、 


DUP 填 | の L 〇 ロ が 点灯 し て いる 時 、 送 信 周 波数 は 受信 周波 数 より 高い 状態 で 


す 。 ご ちら も 点灯 し て いな い 時 は シン プレ ックス で す 。 
旧 李 理 し た 後に 押す と 、 オ フ セ ッ ト す る 周波 数 が 設定 出来 ます 。 


⑬⑬F (ファ ンク ショ ン キ ー) 
各 キ ー に は 、 機 能 が どら つ 割 当て られ て と おり 、 ご と の キー を 押し た 後 そ の 他 の キー 
を 押す こと に より ら つ 目 の 機 能 を 実行 させ る こと が 出来 ます 。 

( 各 ス イッ チ の 表示 の つう ち 、 白 文字 は 1 つ 由 の 失 能 を 、 恋 文字 は ビ つ 目 の 機 能 を 
束 わ し て いま す 。) 


⑮TX LED 
送信 状態 に な っ た 時 点灯 する し ED で す 。 


⑮F LED 
和 点灯 し て いる 時 ファ ショ ン キ ー が 押さ れ た 事 を 示し て いま す 。 


⑰RX LED 
スケ ル チ が 開い て いる 時 点灯 し ま 


す 。 


⑯FH/L (パワ ー ロ i 呈 nh/LOW 切 損 ) ス イッ チ 
ロッ ク 式 の スイ ッ チ で 押し て ロッ ク し た 時 送信 出力 は LDW に な り 、 ロ ッ ク を 
解除 し た 時 High 出力 と な り ま す 。 


⑲LC ロ ディ スプ レイ 9⑳QOQO@CO 
| 上 隊 
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ぐ @VFO A 生 示 [人 A/ 日 スイ ッ チ に より VFD A が セレ クト され た 
時 に 点灯 し ます 。 

WVFO 日 束 示 |A/ ス イッ チ に より 、VFO 日 が セレ クト され 
た 時 に 点灯 し ます 。 


LOCK( キ ー ロ ッ ク ) 表 示 [LOCK] スイ ッ チ を 押し た 時 に 点灯 
し 以後 同じ スイ ッ チ が 再び 押さ れる まで 選 . 征 . 征 . 
以外 の スイ ツチ は 受付 け ま せん 。 

周波 数 表示 運用 周波 数 、 オ フ セ ッ ト 周 波数 、 ト ー ン チャ ン ネ ル 
頂 号 、 チ ュー ニン グ ス ペ ー ス の いずれ か の 価 を 屋 示 
し ます 。 


氏 DUPー 表示 オフ セッ ト 万 向 が (一) 方向 の 時 に 点灯 し ます 。 
お DU リロ 表示 オフ セッ ト 亡 向 が () 方向 の 時 に 点灯 し ます 。 


⑥/ ロ F 表示 受信 時 に は は メ ー タ ー と し て 、 送 信 時 に は 送信 出 
の レベ ル を 家 わ す 曲 ビ メ ー タ ー と し て 働き ます 。 


メモリー チャ ン ネ ル 番 号 表示 現在 の メモ リー チャ ン ネ ル 番 号 を 
表示 し ます 。 


CM 表示 [MI スイ ッ チ を 押し た 時 に 点灯 し 、 メ モリ ー モ ー ド に 
ある 事 を 示し ます 。 


⑪⑳CALL 1 、 吾 表示 ALL チ ャ ン ネ ル ] 叉 は DALL チャ ン 
ネル 選 の と き に それ ぞ れ 点灯 し ます 。 


⑥PRI( プ ライ オリ ティ ) 表 示 陶 -…[ 選 同 ! の スイ ッ チ 操作 に より 点 
条 し 、 プ ライ オリ ティ 動作 中 で ある 事 を 示し ます 。 
デ チャンネル の 周波 数 を 表示 し た 時 に は 消灯 し ます 。 


ENC、DE ロ 表示 トー ン 周 波数 が 設定 され た 時 又は [TON 
スイ ッ チ を 押し た 時 に 点灯 し ます 。 


⑥DUAL 表 示 世 ー[ ロ UALH の スイ ッ チ 操作 に より 点灯 し ます 。 


園 り ヤ パ ネル 


アンテ ナコ ネクター 


M 型 の アン テ ナ コ ネクター で 、 イ ン ピ ー ダ ンス は 50CJ で す 。 使用 時 に は 、 必 ず フ 


ン テ ナ を 上 正しく 接続 する 様 に ご 注意 下さ い 。 
@ 電 源 コ ネクター 


付属 の 電源 コー ド を 接続 する た め の コ ネクター で す 。 逆 接 出来 な い 宰 造 に な っ 


て いま す 。 


EXT.SP (外部 スピ ー カ ー) ジ ャ ッ ク 


外部 スピ ー カ ー( イ ン ピ ー ダ ンス 8 〇 ) を 使 
用 くだ さい 。 


② マ イク コネ クタ ー 
附属 の マイ クロ ホン を ご 使用 くだ さい 。 


する 時 に 付属 の プラ グ と 共に ご 使 


本 機 の マイ クロ ホン は エレ クト レッ トコ ン デ ン サ マイ ク を 使用 し て いま す 。 な 


お 、 コ ネクター の 接続 は 下図 の 通り で す 。 


o ン で 表 5 
| ンー で 9WN ス イッ チ 
| フー で スマッチ 


國 ア ッ パ ー パ ネル 


①B ン スイ ッ チ 
ピー 音 を ON- ロ ビビ する た め の ス ライ ドス イッ チ で ぞ す 。 


TIME ス イッ チ 
プロ グラ ム 、 又 は メモ リー スキ ャ ン 中 愛 1 
補 、 こ の スイ ッ チ を 選出 に し て いる と すぐ 
と き に は 約 4 秒 後に スキ ャ ン を 始め ます 。 


計 号 が 入り 、 そ の 信号 が 途切れ た こと 
に スキ ャ ン を 開始 し ます が 、[L 陣 の 


SPEED ロス イッ チ 
プロ グラ ム ス キ ャ ン 又 は メモ リー スキ ャ ン 中 、 こ の スイ ッ チ が 回 側 の と き 得 秒 
約 コ ステ ッ プ で スキ ャ ン し ます が 、[E] 側 の と き は 毎秒 約 61 ス テッ プ で スキ ャ ン 
し ます 。 


②⑳ リ セッ トス イッ チ 
電源 スイ ッ チ が ON の と き に 押す こと 、 メモ リー の 内 容 は 全て 出荷 時 の 初期 値 に 
な り ま す 。 


設置 接続 万 法 


園 モ ー ビ ル で 運用 する 場合 


① 取 付 場所 
ご 使用 の 車種 に より 車内 レイ アウ ト は 異 り の ます が 、 操 作 性 、 安 全 運転 の 面 か ら 
最適 の 場所 を みつ け て くだ さい 。 と くに 、 ひ ざ が セッ ト に 当ら な い 様 な 場所 を 
選ん で くだ さい 。 又 、 直 接 振動 が 伝わる 場所 や 、 カ ー ヒ ー タ ー の 吹出 し レロ な ど 
東 内 温度 が 上 昇 する 場所 は さけ て くだ さい 。 
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@ 坦 源 の 接続 方 法 
本 機 は 19V 用 で す 。 ト ラッ ク な ご ど 64 ソ バッ テリ ー の 車 は 、 赴 接 接続 する こと は 
出来 ませ ん 。 
、G 接 地 車 で ご 使用 くだ さい 。 ま れ に ③ 接 地 車 が あり ます が その 場合 は 、 最 


寄 の 販売 店 又は 弊社 サー ビス 窓口 で ご 相談 くだ さい 。 

電源 の 接続 方 法 は 、 簡 単 な 方 法 と し て 、 シ ガー ライ ター か ら 取 る こと も で きま 
す が 、 雑 音 等 の 点 で 好ま し く あ り ま せん 。 バ ッ テ リ ー の ター ミナ ル か ら 直 接 配 
線 す る こと を お すす めし ます 。 


人 M 衣 人 R-22p 


車載 アン グル の 取付 け 方 法 


落 デ ィ に 取付 ける 


山 の 様 に 還 埋 ア ング ル を を 車 に 取付 け 、 附 


司 ブ ラケット ビス を 本 体 に 取付 け て くだ 


きい 。 


① ビ ス を 車 戦 アン グル の 油 に 先 に 入れ 、 
押し 上 げ な が ら 後 に 押し て くだ さい 。 


同時 に ビス を 整 電 アン グル の 前 の 溝 


に 入れ て 本体 を 理 載 アン グル に 固定 し 


て くだ さい 。 


( 買 通 85 以上 を あけ た 場合 ) 


率 テ ッ ー ヘ へ 、 口 "MS ナッ ト 
に MS ワッ シャ 
^ て て MS スプ リン グ ワ ッ シ ャ | 


生身 ダン クル 


芝 


ーーー Ms ワッ シッ 
Ns IM5X80nm タ ン ピ ン クビ ス 


ヘー Mgx20n*E ス 


② モ ー ビ ル アン テ ナ の 取付 け 方 法 
同軸 ケー ブル は 50 ロ の も の を 、 お 使い くだ さい 。 
特に 430MH ン 帯 以上 で は 極力 、 損失 の 少な いも の で イン ピー ダン ス が 必ず 50O 


の 430MHZ 


アン テ ナ を ご 使用 くだ さい 。 


モー ビル アン テ ナ は 車 の ボディ に アン テ デ ナ の 台 を 接地 する 必要 が あり ます 。 
確実 に 取付 け て くだ さい 。 


7 マグ ネッ ト 基 合 
の ディー 軸 
し 3 


モー ビル アン テ ナ 取 付け 図 


上 廊 固定 で 運用 する 場合 


① 電 源 に つい て 
固定 局 と し て 使用 する 場合 、 安 定 化 電 源 を ご 使用 下さ い 。 
送信 時 AL 曰 -7P で は 約 3A、 ム AL 円 -7PD で は 約 5A 流 れ ま す の で 安定 化 電源 の 容 
量 に は 充分 余 挫 の ある も の で 、 高 安定 の も の を ご 使用 くだ さい 。 
当社 の 起源 を 使用 され る こと を お すす めし ます 。 
接続 は 、 赤 色 が ④、 黒 色 が つと な る 様 に 附属 の リー ド 線 で 配線 し て くだ さい 。 
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@ 固 定 用 アン テ ナ に つい て 
アン テ ナ は 、 交 信 す る 上 に お いて 補 め て 重要 で す 。 性 能 の 良い アン テ ナ を ご 使 
用 くだ さい 。 

市 販 さ れ て いる アン テ ナ に は 無 指向 性 の グラ ンド プレ ー ン アン テ ナ や 、 指 向 性 
の 人 本 ア タ アンテナ な ど が あり ます 。 馬 用 目的 、 設 置場 所 に 応じ て お 選び くだ さい 。 
又 、 同 軸 ケ ー ブ ル は 、 出 来る だ け 太 いも の を (5 ロ ら V 以 上 ) 短 くし て ご 使用 く 


だ さい 。 


| 操作 法 


是 周 波数 セッ ト 
①VFO ロ セレ クト 


本 機 は 、V ビ D-A、VFO- 日 の P つ の VF ロ を 内 蔵 し てい ます 。 
リセ ッ ト さ れる と 、 ソ ツ F ロ - へ に は 435.00MHz、 ソ ツ F ロ -B に は 430.00MHZ が 


プリ セッ ト さ され ます 。 


IA/ 下 | を 理 す と 、 押 す た び に VF ロ -A 又 は VF ロ - 巳 が 入れ か わり ます 。 


⑮ メ イン ダイヤル に よる 周波 数 の 設定 
本 体 の メイ ンダ イヤ ル を 時 計 方 向 に 回 転 する と 1 チュ 


ロ 


ー ニ ング スペ ー ス ずつ 周 


波数 が り 由 し ます 。 反 時 計 方 向 に 回 転 す る と 、1 チュ ー ニ ング スペ ー ス ずつ 


DDOWN し ます 。 
マイ クロ ホン の ロロ / ロ ロ WN ス イッチ に よる 設定 


マイ クロ ホン の UP「 ス イッ チ を 1 回 押す た びに 1 チュ ー ニ ング スペ ー ス ずつ 周波 


数 は り ピ し 、 [OOWNI ス イッ チ を | 回 押す ご と に 1 チ 
DOWN し ます 。 [U 幅 又は [DWNI を 押し つづ ける 
8 ステップ の 劉 合 で UP/DOWN し ます 。 


@⑳! チ ュー ニン グ ス ペ ー ス の 値 は 、 ビ っ に より 変 可 は 


ュー ニン グ ス ペ ー ス ずつ 
と 時 送り と な り 、 毎秒 約 


H 来 ます 。 


リセ ッ ト し た 時 に は 初期 値 と し て 、V ソ F ロ - ム は 10KHZ、 ソ ビ ロ - 日 は 80dkH> が 


設定 され て いま す 。 


1MHz UP/DOWN 
(人 を 押す と 押す た びに 、1MHZ ま つり 己 し ます 。 

補 を 押す と 押す た びに 、1MHZ ず つ DOWN し ます 。 
この スイ ッ チ は 、 押 す た び に ピー 意 を 発し ます 。 
ピー 闘 は 意 量 ツマ ミ で 音量 在 変え られ ます 。 


区 は 、 民 客 押 し つづ ける と 、1MHzZ の 早送り (毎秒 0 ステ ッ プ の 割合 ) と な り 


ます 。 


チュ ー ニ ング スペ ー ス ( 丁 8) の 変更 
. メモ リー モー ド 又 は 、VF ロ + 


ド 中 貼 一代! の 順に スイ ッ チ を 押し ます 。 


D. LCD 表示 が 下図 の 様 に な り 、 表 示 数 値 が ] チュ 
数 (kHZ) を 示し ます 。 


ニン グ ス ペ ー ス の 周波 


1 0 の LC ロ パ ネル 
kHz 一 90kHz | 


〇 "em ) 7 


低 
メ 


ぐ 
イン ダイ ヤル 人 す マイ ク 電 


C. メイ ンダ イヤ ル 又 は マイ ク の [HOWNI スイ ッ チ を 操 
り チ ュー ニン グ ス ペ ー ス 周波 数 は 上 図 の よう に 変化 し ます 。 
ロ . 表示 の 解除 は 、.T. 又 は TB スイ ッ チ を 押し ます 。 


廊 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル の セレ クト 
①MH ス イッ チ を 押し 、 メ モリ ー モ ー ド に し ます 。 


作 す る ご と に よ 


メモ リー モー ド 中 生 ス イッ チ を 押す と メモ リー チャ ン ネ ル が ] チャ ン ネ ル ず つ 


低く 、( 仙 スイ ッ チ を 押す と 高く な り 、 メ モリ ー チ ャ ン ネ ル を 選択 する こと が 出来 
ます 。 ツ 又は 人 スイ ッ チ を 0.5 秒 以上 押し 続け る と 蜂 送 り 動 作 と な り ま す 。 


2 Ss LOD パ ネル 


エーーー*ー 1 一 ーー……ー81 一 牙 一 ーー 


メモ リー チャ ン ネ ル 


7g ら 


メモ リー チャ ン ネ ル の 書 寺 込み 方 法 
V ツ F ロ モー ド 及 び メ モリ ー モ ー ド 中 [MWI ス 
イッ チ を を 提 す と 、 そ の と き ぎ 周波 数 、 


メモ リー チャ ン ネ ル 表 示 


シフ ト 周 波数 、 シ フト 方 向 ( 17 ペー ジ ①ー Sa 
@) トー ン テ チャンネル (16 ペ ー ジ ① )、 ト ー | トー ン デコ ー タ ーWWRR 

ン エ ンコ ー ダ ー、 ト ー ン デコ ー ダ ー(18 ペ F 

ー ジ ①⑤) の 動作 状態 全て が 表示 メモ リー チ wo 4 ど M 

ャ ン ネ ル 内 に 書き 込ま れ ます 。 一 9 ゴ りら 了 


従っ て メモ リ ー に 番 込 む 際 は 、 必 要 な 状態 を | 


全て セッ ト し て か ら [MWI ス イッ チ を 押し oup- puer 
て 下さ い 。 シフ ト 方 向 表 示 


映 コ ー ル チャ ン ネ ル 


」 
| 
メモ リー チャ ン ネ ル 奉 示 


IOGALLI ス イッ チ を 押す こと に より メモ リー] に 如 き 込ま れ て いる 内 容 を 出力 し 


ます 。 (初期 値 は 43 .00MH>) 


回 つ [GALL] スイ ッ チ を 押す ご こと に より メモ リー どら に 書き 込ま れ て いる 内 容 を 


出力 し ます 。 (初期 償 は 435 .00MHZ) 


コー ルチャ ン ネ ル の と き !A/BI ス イッ チ を 押す こと に より 、 ソ ツ ビ ロモ ー ド に 変化 し 
ます 。 [MRI ス イッ チ を 押す と メモ リー モー ド に 変化 し ます 。 そ の 他 の スイ ッ チ に 


より 変化 させ る ご と は 出来 ませ ん 。 


園 ス キャ ン 操 作 


①g. スキ ャ ン に は VFD モ ー ド 時 に スキ ャ ン す る プロ グラ ム ス キ ャ ン と メモ リ 


ー モ ー ド 時 に スキ ャ ン す る メモ リー スキ ャ ン の 己 つ が あり 


ます 。 


D. スキ ャ ン 動 作 は スケ ル テ が 開い た と き 一 時 停止 し 、 開 じ た と き 再 スタ ー ト 
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し ます の で スケ ル チ ツ マミ を 時 計 方 向 に 回 


信号 の な い 周 波数 ど ノ イズ が 


レ ュ 


消え る よう に 操作 し て か ら ス ター ト で せま す 。 


C. 本 体 上 部 の 丁 
キャ ン を 始め 回 
d . 本 体 上 部 の ビビ 
秒 80 ス テッ プ と な り 、 申 作 に 


プロ グラ ム ス キ ャ ン 
8 . メモ リー80 と メモ リー81 に 


ED スイッチ テ を 回 


下限 周波 数 


11 


ME スイ ッ チ を [ 則 側 に し ます と 再 ス ター ト 時 約 秒 経過 後 ス 
側 に し ます と 直ちに スキ ャ ン を 笛 開 し ます 。 

側 に し ます と 、 スキ ャ ンス ピー ド が 毎 
し ます と 毎 


ゆ 約 ステ ッ プ で スキ ャ ン し ます 。 


と 上 限 周波 数 を を 記憶 させ ま 


す 。( メ モ 


リーg0、8! ご ど お ら が 上 の 周波 数 に な っ て も か まい ませ ん 。) 


D. VFO モ ー ド 時 


に (CANJ ス イッ チ を 


押し ます 。 す る と 低い 周波 数 か ら 高 い 周 
波数 に 向っ て |「 ス テッ プ ず つ ス キャ ン し ま 


す 。 指 定 ス キャ ン 淀 域外 で スタ ー ト させ 


た と き は 受信 和 常 域 全て スキ ャ ン し た 後に 


御 定 スキ ャ ン 演 域内 で ブロ グラ ム ス キ ャ 


ン を スタ ー ト し ます 。 


解除 は マイ ク の 己 本 芽 . ス イッ チ 


メモ リー スキ ャ ン 
ョ . MH ス イッ チ を を 押し メモ リー モー ド に 
し て か ら 8DAN ス イッ チ を 押し ます 。 
する と 低い チャ ン ネ ル 番 号 か ら 高 い チ ャ 


ン ネ カ 


ャ ン し ます 。 


D. 解除 は マイ ク の T. 
②③④ メモ リー スキ ッ プ 


. 


( 例 


D. メモ リー スキ ッ プ させ た チャ ン ネ ル を も と に も どす に は 、 
選択 し て 
ヤン ネル は メモ 


メ 


は 居 GANI ス イッチ を 押し ます 。 


メモ リー80 メモ リーP1l スタ ー ト 
430 40 


ーー 2 る 
1 語 SS) ] 


キーーーーー-*- 
指定 スキ ャ ヤン 帯域 
受信 党 域 


ーー テー ローB…- 吉 - 引 


チャ ッ ネル 


1 コ 


番号 に 向っ と] チャンネル ずつ スキ 


. ス イッ チ 又 は 


硬 三 毛 


ド 中 、 医 


させ る 。 


ーー ぁ - 1 一 ら ー ヨ … 


スキ ッ プ 


9 っ 0-g-ーー 


スキ ッ プ 


悦 


リー スキ ャ ン を を 行なう 夫 


CAN! ス イッ チ を 押し ます 。 


>[M.SBKIP| を 押す と デシ マル ポイ ント が 消灯 し 、 そ 
の チャ ン ネ ル は メモ リー スキ ャ ン 時 スキ ッ プ し て スキ ャ ン し ます 。 


) 第 ピロ メモ リー チャ ン ネ ル と 第 ED メモ リー チャ ン ネ ル を メモ リー スキ ッ プ 


LCD パ ネル 


ゴイ 


すし 7 


7 前 
| 
| 


1 テシマ ルポ イン ト が 消え る 


その メモ リー を 


ーーIM.SKI 思 | を 押す こと に より デシ マル ポイ ント が 点灯 し 、 そ の チ 


が 出来 ます 。 


還 プ ライ オリ ティ ー 


①VF ロ モー ド 中 、 回 っ 了 国 1 チ 操 作 す る こと に より 表示 V ビ ロ を ら 秒 
間 、 表 示 メ モリ チャ ン ネ ル を 1 秒間 受信 し ます 。 そ し て 、 解 除 さ れる まで くり 返し ます 。 


@ 康 除 は 、 有 再度 [ 選 日 』 ス イッ チ を 押す か .T. 十 . ス イッ チ を 押し ます 。 
( し 、 ロ PT. 十 . ス イッ チ を 押す と VF ロ モー ド 又 は 、 メ モリ ー モ ー | 
り ま す 。 


圏 ト ー ン スケ ル チ 運 用 


特定 局 と の 待ち 受け 受信 を 行なう と き 使用 し ます 。 LC ロ パ ネル 
⑦④ ト ー ン スケ ル チ チ ャ ン ネ ル を セッ ト 計 一 裕 
ョ . 回 っ TONE_ND」 スイ ッ チ を 雷 し ます 。 gg 
DB. メイ ンダ イヤ ル を 回 す と チャ ン ネ ル が た 7 た 7 の ら 
0D よ り 87 ま で 変化 し ます の で 、 設 定 す 
る チャ ン ネ ル 番 号 に 合わ せま す 。 5 
C . トー ン 和 表示 の 解除 は TONE 又 は ビ .T. 


征 . ス イッ チ を 押し ます 。 まく Ns +ー00 一 37 
、 ト ー ン チャ ン ネ ル と 周波 数 の 関係 を 、 NN 
( 表 1]) に 示し ます 。 (4 


182.8Hz 
803.5Hz 
elg.7Hz 
8.1Hz 
gp5.7Hz 
g48BHz 
841.8Hz 
e50.3Hz 


( 青 1) 
g ト ー ン スケ ル チ の 動作 本 6 し CD バネ ル 
8., [TDNE ス イッ チ を 1 度 押す と [ENG mm 


旧 


LDD が 点灯 し 送信 中 に トー ン 出 力 が 出 M 
F。 35. り 7 8 


b. 世 NGILCD が 点灯 し て いる 時 再び [TON 四 スイ ッ チ を 押す と 、L 〇 ロ は 
ENGC| と | ロ ECI 両 方 点灯 し ます 。 ご の 時 送信 する と 、 あ ら か じ め 設 定 し て あ 
る トー ンチ ャ ン ネ ル 番 号 の トー ン 周 波数 が 送信 され ます 。 
受 償 時 は 、 あ ら か じ め 設 定 し て ある トー ンチ ャ ン ネ ル 生 号 の トー ン 周 波数 が 
復調 され れ ば スケ ル チ が 開き ます が 送信 時 と 同じ トー ン 信 号 で な い 信号 が 受 
信 さ れ た り 、 ト ー ン 信号 が 送ら れ て 来 な か っ た りす る と スケ ル チ は 開き ませ ん 。 
c. 攻 NGIIDEGI ら つの LO 〇 ロ が 喜入 し て いる と き [TO ロ NE| スイ ッ チ を 押す 
と 工 NGIIDEGI LODD 表示 が 消え て トー ンス ケル チ 運 用 が 出来 な く な りき 


軸 


d. IMWI ス イッ チ を 押す と 、 そ の と き の 周 波数 、 シ フト 周波 数 、 ト ー ン チャ ン 


ネル 、 品 リピ ォ /ー、 ENC、DEO を 表示 メモ リー チャ ン ネ ル に 吉井 込 み ま す 。 
一 オフ セッ ト 機 能 
送受 信 周 波数 の シフ ト 庫 用 を 行なう 操作 で す 。 
① シ フト 幅 の セッ ト 
FI>IOWI| と スイ ッ チ を 押す と 、 シ フト 周 小数 が 表示 きれ ます 。( 初 期 値 は 5.00 
HZ) 周波 数 の 変更 は メイ ンダ イヤ ル 、 マイ ク の [IJP ピン DDWNI ス イッ チ に よ 
り 行 いま す 。 こ の 時 、 周 波数 の 変化 する 幅 は チュ ー ニ ング スペ ー ス の 設定 され 
た 値 に より 変化 し ます 。 ま た [|]I\| ス イッ チ に より 1MHz 毎 の 変更 も 可能 で す 。 
解除 の 方 法 は [WI スイ ッ チ を 押す と オフ セッ ト 前 の 周波 数 に も どり ます 。 


LC ロバ ネル 
| 
wc を Nsx [IowNl [中 」 5 胃 月 
| 


se Oow <22 論 


@ オ フ セ ッ ト 運 用 
a. | 填 7| スイ ッ チ を 押す と [ 加 U ビ |] し ロロ 表示 が 出 まま その と き 送 信 周 波数 
は 受信 周波 数 より も シフ ト 周 波数 幅 だ け マ イナ スシ フト に な り ま す 。 

D. [UPー|L ロ ロ が 束 示 が 出 て いる と き [ エ アー] ス イッ チ を 押す と [ ロ DE| 
表示 が 消え [ 品 UP 土 | が 点灯 し 、 送 信 周 波数 は 受信 周波 数 より も シフ ト 周 波数 
幅 だ け プ ラス シフ ト に な り ま す 。 

C、I5UP 十 |L 〇 ロ が 点灯 中 7] スイ ッ チ を 押す と 消灯 し ます 。 


DUP ニ *- 0 と 光 7 LDPD パ ネル 
し ニニ ク が ロ M 


ザラ 「 ガ ピ 1 
( 注 ) シフ ト 周 波数 が オフ バン ド に な る 場合 2 


シフ ト 動 作 は し ませ ん の で ご 注意 くだ トミ 
培い 。 


チェ ッ ク 操 作 


オフ セッ ト 運 


EICH 


の と ぎ 受 


中 に 


EK 


由 


を 押し 、 ヒビ OK] スイ ッ チ を 


(HH 


押し て いる 間 送 信 周 波数 を 受信 し ます 。 は な す と も と に も どり ます 。 


② つ デュ アル 操作 
VFO モード 中 の み 操 作出 


と 、IBDAH 


が VFO A の と 圭 送 信 周 


の LO が 点灯 し 、 愛 信 周 波数 
波数 が VFO 昨 と 


な り 


信 周 


玉 リ ビー ター 


ます 。 受 信 局 波数 が VFO B の と き 送 
波数 が V ビ ロ A と な り ま す 。 


fo 


運用 


① り ピー ター 対応 の 設定 


H 来 ます 。 ソ ビ ロ モード 


Wo ょ 


DUAL! ス イッ チ を 押す 


FI っ 


LCD パネ ル 


ー 9 季 月 ピ 活 


ョ .『FON 曰 スイ ッ チ を 一 度 押し て 区 NOILCD を 家 示 させ ます 。 

Db. 円 っ [FNE NG] の 順に スイ ッ チ を 押し 、 メ イル ダイ ヤル で トー ンチ ャ ン 
ネル を 08 (88 .5H>) に 合わ せま す 。 

昌 回 一 IQW の 帆 で スイ ッ チ を 押 し 、 シ フト 周波 数 を 5.00MHZ に 合わ せま す 。 
。/ ゴ スイ ッ チ を 押し て ロ U 選 直 に し ます 。 
は ンス ケル チ 宮 用 及び 咽 オ フ セ ッ ト 機 能 の 項 を ご 参照 

下さ い 。) 


@ リ ビー ター に よる 運用 


① の 操作 を 完了 し 、 本 機 の 大 
疲 定 し た 周波 数 より 5MH ン 低い 周波 導 
局 と の 交信 が 出 


信 す る と 、 衣 


波数 を 和 


する リピ ー タ ー の 周波 数 に 含 


わせ て 送 
故に 、BB.5HZ の トー ン を を 含ん 


だ 則 


邊 波 が 発射 され リピータ ー を 介し て 相手 


K ま す 。 


43 


運用 方 法 


玉 バ ンド 使用 区 分 に つい て 


430MHZ 吉 で は 、JAHL 
られ で て し 
又 、 通 有 


昌 に あたっ て は 、 混 


0.020 060.109 909 4319 


\ ま す の で 、 ル ー ル に 従っ て 寅 


( 


本 ナ 


品 が 人生 


チュ ア 舞 線 連盟 ) の 推 迫 バン ド 
され る よう お 願い いた し ま 
E じ ぬ よ う 、 充 分 な 配 應 を お 願い 


区 分 が 決 


レ よ 


JARL430MHz 帯 使用 区 分 


300 900 4320 240 4330 00 


4340 4350 4380 4390 909 


svrFx 
(AMCSSB) 


本 | 


AMrSSB 


(Ry'SyF 


AN・SSB(FM) 


全 直 流 型式 


身 量 通 償 


CCW) 


(C) (CW 


| 
[ 


cw | 


] 【? 
| FM(AM-SSB) 
1 


Cw 


Go |] レヒ ー タ 入 ( 軸 ) カ 


( 注 1)431.900MHz 一 432.240MHz の 周波 数 帯 は 、 月 面 反 射 通 信 、 流 居 散 乱 通信 
) 431.000MHz 一 431 .900MHz 一 及び 432.240MHz 一 434.000MHz の 各 周 波数 帯 の FM 電波 の 占 


( 注 2 

以下 と する 。 
( 洲 う ) 
( 洲 め 


本 受信 の し か た 


非常 通信 周波 数 (CW・SSB 用 ) 


| 
FM 呼出 同 波数 | 


レヒ ー タ 出 ( 入 ) カ 
迄 刈 陵 小 夫 力 移動 本 長 用 周 披 強 


非 測 通信 還流 数 (FM 用 ) | 


非常 通信 周波 敷 (FM 用 ) 


レビ ー タ 用 入出 力 周波 数 帯 の 入出 力 周 波数 は 、 別 に 定め る 。 
FM 系 に よる RTTY、SSTV 及 び FAX の 運用 は 、431.000MHz 一 431.300MHz 及 び 全 電波 型式 の 周 湾 雪 千 を 使用 する 


オー ロラ 反射 通信 な ど に 使用 する 。 


数 帯 幡 は 、 16*Hz 


電源 、 ア ン テ ナ な どの 接続 に 誤り の が な いこ こと を 確認 の 後 、 各 ツマ ミ 、 ス イッ ツチ 類 
を つぎ の 順序 で 操作 し て くだ さい 。 


の 


源 ス イッ チ を 押し て ON に し 


ます 。 


LO ロディ スプ レイ に 周波 数 表示 を し ます 。 


@VOL ツ 


を 利 


用 し て 


園 送 信 の し か た 


ミ を 少し 右 に 
③ 雑 音 を 消す に は GL ツマ ミ を 使い 
②③ 本 体 の メイ ンダ イヤ ル 、 そ の 他 の スイ ッ チ 及び マイ ク の I 攻 DOWNI 
ヨ ヨ 的 の 周波 数 を 選び 、 受 信 し ます 。(13 ペ ー ジ を 参照 ) 


回 


す と 、 雑 音 ま た は 


ます (2 ペー 


が 間 え ます 。 
ジ g 参 照 )。 


スイ ッ チ 


① 送 信 す る 前 に 、 必 ず 和 希望 の 周波 数 を を 


よく 受信 し て 、 他 


局 に 妨害 を 与え な いか を 


確か め て か ら 送 信 し て くだ さい 。 
マイ ク と 


の 間隔 は ロ 一 10cm 位 が 適 j 


E で す 。 


近 す ぎ ま す と 、 聞 きぐ る し い 


に な り ま す 。 


幼 


し ロロ W ス イッ チ の 使い か た 

近く の 局 と の 交信 の と き 、 パ ワー を 下げ る と 他 局 へ の 妨害 が 少な く な り 消 費 電 力 
も 少な く な り ま す 。 

送信 時 の 日 ビ メ ー タ は HIGH パ ワー で 全 齋 灯 、 し LOW パ ワー で フ ぐ らい を 点灯 し 
ます 。 


圏 マ イク ロコ ンピュータ バッ クア ッ プ 用 リチウム 電池 に つい て 


本 機 に は 、 マ イク ロコ ンピュータ の バッ クア ッ プ 用 電源 と し て リチウム 電池 が 内 
蔵 さ れ て いま す 。 従 っ て 、 電 源 ス イッ チ を ロビ ビ に し た と ぎ や 、 電 源 ケ ー ブ ル を バ 
ッ テ デリ ー な ど ご から 取 り 外 し た と きき で も プロ グラ ム ス キ ャ ン の 内 容 な ど は 消え る 心 
配 が あり ませ ん 。 

リチウム 電池 の 寿命 は 、 約 紀年 で す 。 バ ワー スイ ッ チ を ロロ N 一 ロビ ビ し て 周波 数 
表示 が お か し く な っ た 場合 は 、 唱 池 寿 命 を 示し て いま す の で 、 お 早 国 に 変換 し て 
くだ ささ し ぃ 
な お 短 時 間 に 電 源 ス イッ チ の ODN 一 ロビ ビ を くり 返し た り 、 リ セッ トス イッ チ を 
押し つづ け て いま すこ と リチウム 電池 の 寿命 が 短く な り ま す の で ご 注意 くだ さい 。 
注 ) リチウム 電池 の 交換 は 、 必 ず お 買 求 めい た だ いた 販売 店 また は 、 弊 社 サ ー ビ 

ス 窓 口 で 行っ て くだ さい 。 (有料 ) 


田 L つ けり ディ スプ レイ パネ ル の 視角 に つい て 


L し 〇 ロディ スプ レイ パネ ル は 見 る 角度 に よっ て 見 え 万 が 異な る 特性 が あり ます 。 
車 圭 アン グル の 取付 方 向 な どの 配慮 が 必要 な こと が あり ます 。 


そ の 他 取 扱 上 の ご 注意 


次 の よう な 使用 方 法 を いた し ます と 、 本 機 の 性 能 を 十分 発揮 で き な い ば か りか 、 
故障 の 原因 に も な り ま す 。 
本 機 の 設置 、 ご 使用 時 に は 、 十 分 ご 注意 くだ さい 。 

① 本 機 の 内 部 に は 手 を 触れ な いで くだ さい 。 

@ 本 機 に 電源 を 接続 する と き に ③④ を 間違え な いで くだ さい 。 

@⑧ 本 機 は IPV ツ バッテリ ー 用 で す 。 大 型 車 の P4 ツ バッテリー に は 使用 で きき ませ ん 。 
@ 夏 季 誠 天下 な ど で 、 車 内 温度 が 下がら な いう ち に 送信 (TX) し な いで くだ さい 。 
叉 、 し ロロ ディ スプ レイ が 見 に くく な る ご と が あり ます 。 ディスプレイ 照明 ラ 

ンプ を ロビ F に し て を 漏 度 が 下がっ て か ら ご 使用 くだ さい 。 
湿度 の 高い 所 や 直射 日 光 の 当る 所 は 避け て くだ さい 
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中 請書 の 書き か た 


国人 L 日 -ZB を 申請 する 場合 


無 線 局 事項 書 


21 希望 する 同 波 数 の 範 団 、 空 中 線 電力 、 宣 波 の 弄 式 


と っ 


画 AL 曲 -/Z ら 口 を 申請 する 場合 
無 線 局 事項 書 


21 否 望 する 周 浜 数 の 扶 内 中 級 堆 放 、 電 流 の 型式 


周波 数 名 空中線 叱 カ 電 波 の 型式 


過 波 数 帯 | 空中 齋 電 カ 電 波 の 型式 


430M EE 1 10W し F ュ 。 


430M | 509 | ロ ・ 


使用 する 送 手 空中 線 の 型式 を 記入 し て くだ さい 。 


使用 する 送 人 境 空中 株 の 型式 を 記入 し て くだ さい 。 


22 エ 麗 詩 | 第 | 送 佑 機 | 弟 送 信 績 ( 。 | 巡 工 鐘 計 | 第 | 送信 様 | 第 送信 醒 ( 
可能 な 。 
| oga MMMMMME の 3 
注 型 式 渉 型式 
430MHz 帯 F | 430MHz 淀 
過 波 数 の 細 | 周 濾 数 の 範 較 
変 山 の | 変 調 の 
| みみ 2 リア クタ ンス 
ジ 式 | リア クタ ンス 変調 方 天 ンス 変調 
き 名 称 個数 | M57752 ノ 区 名 称 個数 | 57929 * ノ 
管 間 圧 : ス | !3.8V 20W w ) 管 | 電圧 - 入 力 | !3.8y sow W ) 
和 介 2 申 徐 の て 送 層 中 絹 の 剖 式 | S 
その 凶 工 事 数 計 | 和 波 第 3 生 に 規定 する 条件 に 合致 し て いる て その 他 工事 設計 | 電流 法 第 3 に 規定 する 秒 件 に 合致 し て いる (し 
保 証 保 証 頼 
所 明 設 作 等 て 表 拉 抽 備 等 て 
党 ( 設 ) 党 ( 設 ) 
押 場 所 押 場 所 
系 望 ず る 周 派 数 | 空中 弧 電 力 | 電波 の 型式 錠 望 する 風流 数 若 革 望 する 周 派 盟 空中線 電 万 | 井 反 の 型式 帝 望 する 周波 政 開 ノブ 
30 Mel igw |F MHs 430 MHzE 50W IF MHz N 
MHz W NHz / MHzel Wi 」 MHz どの 
NHz W MHz \ 隔 MHz W } MHz 
MHz W MHz MHz w 1 MHz 
we| w az wiz|  y wigz ヽ 
EiH W MHz MHz w MHz て 
MHzgl wl NMHg MHz W Pi 1 
Hz W MHz MHz He 
So 発 封 可能 な 電波 の 型式 月 び 周波 迷 の な の 式 け 計 の 
半 壮介 秋 舞 また は 屯 録 番号 若しくは 幾 種 名 。 送 回 郵 較 ま た は 登録 番号 若 し て は 機種 名 の 
第 1 送信 揚 AL3『 第 1 送信 機 4 し 354 
僧 | 第 2 送 億 幾 所 英 2 送 和 機 
EEER 際 潤 記 全 上 症 3 送 人 林 
第 4 送信 獲 第 4 送信 機 
第 S 送信 村 第 5 送信 機 
落 付 図 面 | 口 送 條 欄 系 放 因 その 他 の 工事 設計 人 図面 | 送信 機 了 研 団 その 他 の 工事 設計 


里 送 信 機 系 統 | 


BeZ9WW… ロ 7-HTT ン d8/79A…97-HTV : 球 


5IOE3SZ 20 錠 98z 99kE う 5Z 
員 野 品物 野 時 國 妖 野 野 更 般 
寿 
虹 暫 人 
ZHNOED ZN 


<ZHNOZ'OL 
HI 
38219dL ェ ーー 100Z68W gy9888W 
ーー る と 4 と トー を | Td Rd 
99Ee952 2 
遇 計 用 MA 
602Zsi 
瞬 居 Nd 
Zx 96EE5Z 
GLXSz d8G5GZYI 
09A る <sn 
2HAOD OL DE 


ズ ロ ンチ と 
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「 ノ . フロ ッ ク ダ イヤ グラ ム 


687Z9 内 … ロ 8 に ロコ マン 69429 内 … ロ TV : 宗 


| 28ilySg 1 


Eu 
イー ロン に 委 帝 党 


8 6 に ーーーー ニーー3 | 


2672 28225Z 1 619226Z 
1 国 


EE23 IE ED 


DOS OCZ SN xy92818M 
子 人 る と で 才 々 アル と 
に 1 NODG q 
HANOe BE 
日 6y 
Lu 員 OEGY 
4929G1 EN9888W |a レッ ンー ster トー で 
そ ー ル とれ と Td nd ば アー イー ロビ 
dn NAOG 
Ed1 
る 722SZ 
6ZiSE ! 62IMSE 29HIYSZ 60tQg7 
生還 生生 壮 守 PH る 
1 
と = ュ ニ ニュ ュ 312255 
上 2ME2SZ 
GEE3S2 っ 
招提 0 BIOEOSZ 965EOSZ 965E9SZ |。 | 党 の 
半年 入 | 叶 細 | 時 時 昌 導 | | 半 有 CN 
キミ 


トラ ブル シュ ー テ ィング 


次 に あけ た 状態 は 、 故 障 で は あり ませ ん 。 

修理 を を 依頼 され ます 前 に 必ず お 確か めく だ さい 。 

下 表 に 従っ て 処理 を し て も トラ ブル が 起 る 場合 は 、 販 売店 又は 、 弊 社 サ ービス 係 まで 
お 問合せ くだ さい 。 


状 能 | 原 因 対 策 
ぁ 電 源 が 入ら な い 。 | e 電 2 電圧 が 低い * 電 源 電 圧 を 11 ソ ツー)5V の 範囲 に 
| 調 館 し て くだ さい 。 
| e 電 源 コ ー ド と 電源 の 接 | e 充分 に し め つけ る 。 
融 が わる い 
) @ ヒュ ー ズ 嘱 線 @ 指定 され た 定格 の ヒュ ー ズ を 入 
れる 。 
/ 入 れ 直 し て も 打線 す る 場合 は 


【 央 売店 又は 弊社 サー ビス 係 まで / 


e ス ピー カー か ら 音 | @ VH つま み が 絞 っ そ あ | * ソロ ツマ ミ を 山 切 な 位置 に 調節 
が 出 な い 。 る 。 し て くだ さい 。 

ゃ お ロロ ヒ ツ マ ミ を 時 計 方 | ゃ ら QL ツマ ミ を 反 時 計 方 向 に 回 
向 に 回 し すぎ て いる 。 し 雑音 の 聞え 出す 少し 前 に 調 節 
し て くだ さい 。 

外部 スピ ー カ ー の 使用 | @ ブラ グ が 奥 ま で きっ ちり 接続 ご 
| れ て いる か 、 リ ー ド 線 の 断線 が 
な いか 調べ て くだ さい 。 

ゃ アンテ ナ の 接続 ゃ 同軸 ケー ブル の 断線 や ショ ー ト 
が な いか 調べ て くだ さい 。 


ゅ 変調 が か か ら な い 。| @ マイ クコ ネクター の 接 | 接続 ピン を 調べ る 。 
表 不 良 
$ マイ ク ブ ラグ 付近 の り | ゅ ハン ダ を や りな お す 。 
ー ド 線 過 線 


状 毅 


原 因 


対 策 


* 電 波 が 出 な い 。 
* 電波 が 弱い 。 


電源 電圧 が 低い 。 


本 スイ ッ チ の 押し 
が 悪い 。 
ゅ アン テ ナ の 接続 


@ LOW の スイ ッ チ が 押 
し そ あ る 。 


1 ツー15V の 範囲 に 調節 し て く 

だ さい 。 電流 容量 は 充分 奈 裕 の 

ある も の を お 使い くだ さい 。 

ぁ 選 本 スイ ッ チ を 確実 に 押し て 

くだ さい 。 

同軸 ケー ブル の 断線 や ショ ー ト 
が な いか 調べ て くだ さい 。 

ゅ も う 一 度 押 し て HIGHI 出 力 と な 
る 様 に し て くだ さい 。 


し 〇 ロディ スプ レ 


ゃ コー ルス イッ チ が ON 


@e コー ルス イッ チ を も う 一 度 押し 


イ パ ネ ル の 周波 数 に な っ て いる 。 て UP/DOWN ス イッ ス を 操作 
表示 が 、 リ ロロ / ロ 〇 し て くだ さい 。 
WIN ス イッ チ を 操 ゅ リセ ッ ト ス イッ チ を 押し て くだ 
條 し て も 変ら な い 。 さい 。 
プロ グラ ム ス キ ャ ン の 内 容 が 
クリ ア さ れ ま す の で 再 設定 し 
て くだ さい 。 

e 電源 ス イッ テ を 〇 | バッ クア ッ プ 用 の リ チ | 専用 電池 に よる バッ クア ッ プ 機 
FF に する と メモ ウム 電池 の 消耗 又は 異 人 能 が 動作 し な く な れ ば 、 バ ッ ク 
リー の 内 容 が 消え | 沿 で す 。 アッ プ 電 池 ( リ チ ウ ム 電 池 ) の 消 
る 。 衝 又 は 異常 と 思わ れ ま す 。 

販売 店 又は 弊社 サー ビス 窓口 に 
て 交換 し て 下 二 い 。 (有料 ) 

ぁゃ ソ ビ ロ モー ド 中 、 | $ ス ケル チ が 開い た 状態 | 信号 の な い チ ャ ン ネ ル で スケ ル 
SAN ス イッ チ に な っ て いる 。 チ を 動作 させ る 。 

を 押し て も スキ ャ | @ メモ リー80 と 81 が 同じ | @ メモ リー80、81 を 違っ た 周波 数 
ン し な い 。 周波 数 に な っ て いる 。 に する 。 
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|:」 
ベー 般 仕様 > 
周波 数 部 ……ー…ーーーーー ド に に に 43H-440MHz 
波 の ii F 紀 
.8V 
消費 電流 NSROeD6EnSRSe oss AL 日 -7g ALR-7BD 
待ち 受け 受信 時 | 約 3HDmA 約 300mA 
送信 時 (Hi) 約 8 A 約 6 
送信 時 (LO) 約 1A 約 4 A 
アン テ ナ イ ン ビ ピー ダン スー… ド ドド 50O 
征 法 (突起 物 な し か eeermeernnrnrnnnn 140mm(W) 40mW(H) X164mW(D) 
体重 時 ee 約 1.8kg 
く 受 信 部 
受信 ダイ ン 方 式 
中 間 周波 数 ・ 第 一 可 .BMHz 第 二 455kHz 
受 代 司 用 NNIRBOOMHHRUOSENIaG 1edBSINAD-16dBz 以 下 
選択 度 … ・ 王 BkHZ 以上 ノーBHB・ よ 18 kHz 以下 プーBDdB 
作出 らら W 以 上 (BI0 史 歪 ) 
外部 スピ ー カ ー イ ン ピ ー ダ ンス srewoyeyisisksiyiezsseosdsidsreseyasrrvsuskkrsrsodrrerren ヨロ 
ぐ 送 信 部 > 
送信 出力 err ALR-7 ALH-7PD 
送信 時 (Hi) gW e5W 
送信 時 (LO) 約 1W 約 5W 
変調 訪 和 Se 可変 リア クタ ンス 周波 数 変調 
最大 周 流失 人 移 … キ 5KHZ 
スプ リア ス 発 射 列 度 …………meemmm …ー60dB 以 下 
マイ クロ ホン ドド エレ クト レッ トコ ン デ ン サ マイ クロ ホン 


上 ご 注意 : 定格 お よび 回 路 は 性 能 向上 の た め 予 告 な く 変 更 す る こと が あり ます 。 


し イコ 旬 株 式 会 社 
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に に 
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TL 03-963-93 

や 960 名 馬上 47 < 和合 ダリーLSF 
EL pege で 1-BPO 

6ie 電 境 医者 中 央 5-IP( 和 上 論 多 ヒル 3 
TEL Pe-03-034 
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